
山口県在宅保健師会

令
和
六
年
五
月
二
十
二
日
開
催
の
総
会
に
お
い
て
前

中
島
会
長
か
ら
大
き
な
バ
ト
ン
を
受
け
取
り
、
会
長
を

お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ひ
と
り
の
力
で
は
微
力
で
す
が
、
山
口
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
務
局
の
ご
支
援
や
会
員
、役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
、
総
会
の
議
事
進
行
も
全
て
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
も

「
鈴
の
会
」
の
活
動
は
本
日
を
含
め
二
回
の
研
修
会
を
開
催
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
地
域
交
流

会
を
実
施
し
ま
す
。
会
員
の
自
主
的
活
動
と
し
て
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
健
康
体
操
等
を
続

け
る
と
と
も
に
、
特
定
健
診
受
診
勧
奨
事
業
や
山
口
市
介
護
予
防
出
張
講
座
の
受
託
等
々
の

素
晴
し
い
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

特
に
研
修
会
の
講
師
を
引
き
受
け
て
下
さ
い
ま
し
た
山
口
県
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
の

調
恒
明
氏
の
お
話
は
、
コ
ロ
ナ
が
昨
年
五
月
に
指
定
感
染
症
か
ら
五
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ

た
中
、
我
々
の
生
活
は
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒
な
ど
日
常
生
活
上
欠
か
せ
な
い
生
活
習

慣
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
的
を
得
た
講
演
内
容
だ
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
の
よ
う
な
新
興
感
染
症
は
な
く
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
中
、
正
し
い
知
識
を
も
ち
、
生
活

習
慣
、
予
防
接
種
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

保
健
師
も
退
職
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
退
職
後
も
様
々
な
所
で
ご
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
単
身
高
齢
者
、
高
齢
者
夫
婦
の
増
加
や
消
滅
自
治
体
と
発
表
さ
れ
た
地
域

の
現
状
に
も
目
を
向
け
、
改
め
て
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、
そ
し
て
地
域

の
繋
が
り
を
省
み
、
個
か
ら
家
族
・
地
域
へ
と
少
し
ず
つ
拡
げ
て
い
く

活
動
は
保
健
師
活
動
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
小
さ
な
力
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
こ
の
活
動
を
拡
げ
て
行
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。会

員
の
皆
様
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
知
り
合
い
の
方
々
に
「
鈴
の
会
」
へ
の
入
会
を
お
勧
め
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

松

　永

　隆

　子

　
コ
ロ
ナ
が
五
類
へ
と
移
行
と
な
り
、

マ
ス
ク
を
し
な
い
人
た
ち
も
増
え
、

街
に
明
る
い
雰
囲
気
が
漂
い
始
め
ま

し
た
。

　
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
四
月
に

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

三
十
八
度
の
熱
が
四
日
ぐ
ら
い
続
き
、
倦
怠

感
や
咳
が
と
れ
ず
、
約
一
か
月
後
、
な
ん
と

か
日
常
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
き

つ
い
も
の
だ
っ
た
の
か
と
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
は
季
節
を
問
わ
ず
流
行
す
る
感
染

症
で
す
。
夏
は
特
に
食
欲
が
低
下
し
、
体
調

を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
今
一
度
、
生
活

習
慣
を
振
り
返
り
、
感
染
予
防
に
努
め
、
元

気
に
過
ご
さ
れ
る
よ
う
皆
様
の
健
康
を
願
い

つ
つ
三
十
号
を
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

（
三
谷
　
恵
美
　
記
）

題字揮毫　初代会長　矢田部信枝

編集・発行
　山口県在宅保健師会「鈴の会」
（広報委員）
・三根 豊子　　・松尾 由希子
・三谷 恵美　　・品川 豊美
・神代 浩子　　・坂口 博美

（事 務 局）
　山口市朝田1980番地7
　山口県国民健康保険団体連合会内
　TEL　083－925－7932
　FAX　083－934－3664
（印　　刷）
　株式会社　山口県農協印刷

編 集 後 記

「
鈴
の
会
」
会
員
募
集

◆
第
二
回
研
修
会

　
日
時
　
令
和
六
年
十
月
七
日
（
月
）

　
　
　
　
十
時
〜
十
五
時

　
場
所
　
国
保
会
館
　
四
階
　
大
会
議
室

　
内
容

　〈
午
前
〉
災
害
対
策
に
つ
い
て
の
講
演
会

　〈
午
後
〉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

健
康
器
具
を
使
っ
た
測
定

超
音
波
骨
量
測
定
装
置

肌
年
齢
測
定
器
　
等

お
知
ら
せ

「
鈴
の
会
」
の
会
員
数
は
令
和
六
年
七

月
八
日
現
在
九
十
六
名
で
す
。
皆
さ
ん

の
身
近
な
と
こ
ろ
に
在
宅
保
健
師
さ
ん

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
会
の
楽
し
さ
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。
入
会
希
望
の
方
、
活

動
に
興
味
の
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
事
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

野
　
原
　
芳
　
江
（
岩
国
市
）

室
　
井
　
千
恵
美
（
山
陽
小
野
田
市
）

※

入
会
順

新
入
会
員
紹
介

私のイチ押し
スポット（募集中）
私のイチ押し
スポット（募集中）

令和６年度山口県在宅保健師会「鈴の会」総会及び第１回研修会（５月２２日）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
に
国
宝
瑠
璃

光
寺
五
重
塔
や
陶
芸
工
房
、
コ
ー
ヒ
ー

シ
ョ
ッ
プ
、湯
田
温
泉
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

ち
ょ
っ
と
は
ず
れ
て
一
の
坂
川
周
辺
に

も
四
季
折
々
の
美
し
さ
が
あ
り
、小
さ
な
お

店
が
次
々
と
増
え
て
お
す
す
め
で
す
。老
舗

の
醬
油
店
、
県
内
最
大
級
の
ビ
ー
ズ
店
、
お

茶
屋
さ
ん
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
日
本
一

に
輝
い
た
コ
ロ
ッ
ケ
店
等
な
ど
、ラ
ン
チ
を

は
さ
み
な
が
ら
一
日
か
け
て
、ゆ
っ
く
り
と

巡
っ
て
み
る
と
楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
あ
り
、ち
ょ
っ
と
足

を
延
ば
し
て
湯
田
温
泉
や
足
湯
で
疲
れ
を

癒
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

（
坂
口
　
博
美
　
記
）

山口市が世界行きたい所 第３位私のイチ押しスポット

龍福寺 一の坂川

よ
ろ
し
く

　 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第 30 号

1 第30号　令和 6年 8月 10令和 6年 8月　第30号



会況報告 会況報告

３ 第30号　令和 6年 8月 2令和 6年 8月　第30号

中島会長（令和６年退任）

石丸泰隆部次長

令
和
六
年
度
山
口
県
在
宅
保
健
師
会
「
鈴
の
会
」

総
会
を
会
員
三
十
一
名
の
出
席
の
も
と
、
国
保
会
館

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
中
島
会
長
よ
り
「
若
者
が
将
来

に
明
る
い
希
望
を
持
て
る
よ
う
、
ま
ず
は
私
達
が
健

康
づ
く
り
を
実
践
し
、
認
知
症
予
防
や
フ
レ
イ
ル
予

防
、
介
護
予
防
に
取
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
会
員

を
増
や
し
、
地
域
で
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓

の
山
口
県
健
康
福

祉
部
長
國
吉
宏
和

様
（
代
読

石
丸

泰
隆
部
次
長
）、

山
口
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会

常
務
理
事

藤
本

博
様
、
山
口
県
保

健
所
長
会
長

高

橋
幸
広
様
、
山
口

県
看
護
協
会
長

西
生
敏
代
様
（
代

読

渡
邉
洋
子
副

会
長
）
か
ら
祝
辞

を
受
け
、
そ
の
後
、

山
口
県
保
健
所
保

健
師
研
究
協
議
会

長

本
田
由
起
恵
様
、
山
口
県
市
町
保
健
師
研
究
協

議
会
長

大
海
弘
美
様
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
議
長
団
に
松
尾
由
希
子
会
員
（
下

関
市
）、田
村
光
子
会
員
（
萩
市
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

議
案
の
令
和
五
年
度
事
業
報
告
、
決
算
及
び
会
計
監

査
報
告
、
令
和
六
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
は
、

賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
た
に
一
名
の
会
員
を
迎
え
、
会
員

総
数
九
十
五
名
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
役
員
に
つ
い

て
は
、
別
表
の
と
お
り
の
体
制
で
活
動
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
事
務
局
の
国
保
連
合
会

桑
原
課
長
を
は
じ
め
七
名
の
職
員
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

（
佐
上
　
和
子
　
記
）

令
和
六
年
度
山
口
県
在
宅
保
健
師
会

「
鈴
の
会
」
総
会

　
　

   
令
和
六
年
五
月
二
十
二
日（
水
）

い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
感
染
症
は
人
類
に

と
っ
て
大
き
な
脅
威
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
た
の
も
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
研
修
で

は
、
調
先
生
に
感

染
症
の
基
礎
知
識

や
注
意
す
べ
き
感

染
症
と
そ
の
対
策

に
つ
い
て
、
最
近

の
話
題
を
交
え
な

が
ら
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容

会　長
副会長
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
会　計
監　査
監　査

松　永　隆　子（長門市）
仁　保　鈴　子（萩　市）
西　川　美智江（柳井市）
小笠原　明　美（周南市）
河　内　葉　子（防府市）
佐　藤　尚　子（山口市）
三　根　豊　子（宇部市）
渡　辺　英　子（下関市）
原　田　新　子（山口市）
宮　崎　正　子（防府市）
西　山　けい子（山口市）

役職名 氏　　　名 令和6年度役員

講
演
「
最
近
の
感
染
症
の
話
題
」

講
師

　山
口
県
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　所
長

　調

　恒
明

　氏

（後列左より）
宮崎監査　西川理事　小笠原理事　佐藤理事　河内理事　渡辺理事　西山監査
（前列左より）
原田会計　松永会長　仁保副会長　三根理事

令
和
六
年
度

山
口
県
在
宅
保
健
師
会「
鈴
の
会
」

 

第
一
回
研
修
会

　
　

   

令
和
六
年
五
月
二
十
二
日（
水
）

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
は
、
五
類

移
行
で
平
時
に
近
づ
い
た
も
の
の
、
一
方
で
、
小

児
の
コ
ロ
ナ
後
遺
症
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

②
日
本
は
過
去
に
麻
疹
輸
出
国
と
国
際
的
非
難
を
浴

び
た
こ
と
か
ら
、
発
生
予
防
対
策
を
講
じ
、
そ
の

後
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
排
除
の
認
定
を
受
け
た
。
現
在
、

世
界
的
に
は
麻
疹
の
報
告
数
が
増
加
し
て
い
る
。

対
象
者
の
95
％
以
上
が
二
回
の
定
期
予
防
接
種
を

完
了
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

③
風
疹
は
、
先
天
性
風
疹
症
候
群
の
発
生
を
な
く
す

た
め
に
、
予
防
接
種
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

④
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ（
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
）
は
、

我
が
国
に
お
け
る
致
死
率
が
27
％
で
あ
り
、
重
症

は
高
齢
者
に
多
い
。
ダ
ニ
媒
介
の
ほ
か
、
猫
な
ど

の
動
物
か
ら
の
感
染
も
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
山
口
県
で
は
毎
年
十
人
程
度
が
発
症
し
て

お
り
、
患
者
数
は
増
加
傾
向
で
あ
る
。

⑤
山
口
県
で
は
梅
毒
患
者
数
が
急
増
し
て
い
る
。
患

者
は
、
女
性
20
歳
代
、
男
性
40
〜
50
歳
代
が
多
く
、

女
性
が
複
数
の
男
性
に
感
染
さ
せ
て
い
る
傾
向
が

あ
る
。

⑥
子
宮
頸
が
ん
は
、
排
除
の
た
め
に
生
涯
に
わ
た
る

対
策
が
重
要
で
あ
り
、
一
次
予
防
と
し
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
あ
る
。
し
か
し
二
〇
二
〇
年
の

日
本
に
お
け
る
接
種
率
は
１
％
で
、
85
か
国
中
最

下
位
で
あ
る
。

そ
の
他
、
帯
状
疱
疹
や
Ａ
群
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌

感
染
症
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
講
演
の
後
、
参
加
者
か
ら
活
発
に
質
問
が

出
る
な
ど
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
佐
上
　
和
子
　
記
）



会況報告 会況報告

３ 第30号　令和 6年 8月 2令和 6年 8月　第30号

中島会長（令和６年退任）

石丸泰隆部次長

令
和
六
年
度
山
口
県
在
宅
保
健
師
会
「
鈴
の
会
」

総
会
を
会
員
三
十
一
名
の
出
席
の
も
と
、
国
保
会
館

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
中
島
会
長
よ
り
「
若
者
が
将
来

に
明
る
い
希
望
を
持
て
る
よ
う
、
ま
ず
は
私
達
が
健

康
づ
く
り
を
実
践
し
、
認
知
症
予
防
や
フ
レ
イ
ル
予

防
、
介
護
予
防
に
取
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
会
員

を
増
や
し
、
地
域
で
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓

の
山
口
県
健
康
福

祉
部
長
國
吉
宏
和

様
（
代
読

石
丸

泰
隆
部
次
長
）、

山
口
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会

常
務
理
事

藤
本

博
様
、
山
口
県
保

健
所
長
会
長

高

橋
幸
広
様
、
山
口

県
看
護
協
会
長

西
生
敏
代
様
（
代

読

渡
邉
洋
子
副

会
長
）
か
ら
祝
辞

を
受
け
、
そ
の
後
、

山
口
県
保
健
所
保

健
師
研
究
協
議
会

長

本
田
由
起
恵
様
、
山
口
県
市
町
保
健
師
研
究
協

議
会
長

大
海
弘
美
様
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
議
長
団
に
松
尾
由
希
子
会
員
（
下

関
市
）、田
村
光
子
会
員
（
萩
市
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

議
案
の
令
和
五
年
度
事
業
報
告
、
決
算
及
び
会
計
監

査
報
告
、
令
和
六
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
は
、

賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
た
に
一
名
の
会
員
を
迎
え
、
会
員

総
数
九
十
五
名
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
役
員
に
つ
い

て
は
、
別
表
の
と
お
り
の
体
制
で
活
動
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
事
務
局
の
国
保
連
合
会

桑
原
課
長
を
は
じ
め
七
名
の
職
員
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

（
佐
上
　
和
子
　
記
）

令
和
六
年
度
山
口
県
在
宅
保
健
師
会

「
鈴
の
会
」
総
会

　
　

   

令
和
六
年
五
月
二
十
二
日（
水
）

い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
感
染
症
は
人
類
に

と
っ
て
大
き
な
脅
威
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
た
の
も
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
研
修
で

は
、
調
先
生
に
感

染
症
の
基
礎
知
識

や
注
意
す
べ
き
感

染
症
と
そ
の
対
策

に
つ
い
て
、
最
近

の
話
題
を
交
え
な

が
ら
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容

会　長
副会長
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
会　計
監　査
監　査

松　永　隆　子（長門市）
仁　保　鈴　子（萩　市）
西　川　美智江（柳井市）
小笠原　明　美（周南市）
河　内　葉　子（防府市）
佐　藤　尚　子（山口市）
三　根　豊　子（宇部市）
渡　辺　英　子（下関市）
原　田　新　子（山口市）
宮　崎　正　子（防府市）
西　山　けい子（山口市）

役職名 氏　　　名 令和6年度役員

講
演
「
最
近
の
感
染
症
の
話
題
」

講
師

　山
口
県
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　所
長

　調

　恒
明

　氏

（後列左より）
宮崎監査　西川理事　小笠原理事　佐藤理事　河内理事　渡辺理事　西山監査
（前列左より）
原田会計　松永会長　仁保副会長　三根理事

令
和
六
年
度

山
口
県
在
宅
保
健
師
会「
鈴
の
会
」

 
第
一
回
研
修
会

　
　

   
令
和
六
年
五
月
二
十
二
日（
水
）

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
は
、
五
類

移
行
で
平
時
に
近
づ
い
た
も
の
の
、
一
方
で
、
小

児
の
コ
ロ
ナ
後
遺
症
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

②
日
本
は
過
去
に
麻
疹
輸
出
国
と
国
際
的
非
難
を
浴

び
た
こ
と
か
ら
、
発
生
予
防
対
策
を
講
じ
、
そ
の

後
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
排
除
の
認
定
を
受
け
た
。
現
在
、

世
界
的
に
は
麻
疹
の
報
告
数
が
増
加
し
て
い
る
。

対
象
者
の
95
％
以
上
が
二
回
の
定
期
予
防
接
種
を

完
了
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

③
風
疹
は
、
先
天
性
風
疹
症
候
群
の
発
生
を
な
く
す

た
め
に
、
予
防
接
種
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

④
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ（
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
）
は
、

我
が
国
に
お
け
る
致
死
率
が
27
％
で
あ
り
、
重
症

は
高
齢
者
に
多
い
。
ダ
ニ
媒
介
の
ほ
か
、
猫
な
ど

の
動
物
か
ら
の
感
染
も
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
山
口
県
で
は
毎
年
十
人
程
度
が
発
症
し
て

お
り
、
患
者
数
は
増
加
傾
向
で
あ
る
。

⑤
山
口
県
で
は
梅
毒
患
者
数
が
急
増
し
て
い
る
。
患

者
は
、
女
性
20
歳
代
、
男
性
40
〜
50
歳
代
が
多
く
、

女
性
が
複
数
の
男
性
に
感
染
さ
せ
て
い
る
傾
向
が

あ
る
。

⑥
子
宮
頸
が
ん
は
、
排
除
の
た
め
に
生
涯
に
わ
た
る

対
策
が
重
要
で
あ
り
、
一
次
予
防
と
し
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
あ
る
。
し
か
し
二
〇
二
〇
年
の

日
本
に
お
け
る
接
種
率
は
１
％
で
、
85
か
国
中
最

下
位
で
あ
る
。

そ
の
他
、
帯
状
疱
疹
や
Ａ
群
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌

感
染
症
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
講
演
の
後
、
参
加
者
か
ら
活
発
に
質
問
が

出
る
な
ど
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
佐
上
　
和
子
　
記
）
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講
演
「
専
門
用
語
を
使
わ
な
い
相
続・遺
言
講
座
」

講
師

　一
般
社
団
法
人
山
口
県
相
続
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　専
務
理
事

　中
村

　賢
司

　氏

令
和
五
年
度

山
口
県
在
宅
保
健
師
会「
鈴
の
会
」

 
第
二
回
研
修
会

　
　

     

令
和
五
年
十
月
十
日（
火
）

長
門
市

　岸
田

　由
紀
子

萩

　市

　岡

　
　
　仁
美

長
門
市

　永
冨

　
　恵
子

音
楽
を
楽
し
も
う
！

 

〜
二
胡
、オ
カ
リ
ナ
演
奏
に
合
わ
せ
て
〜

山
口
県
在
宅
保
健
師
会
「
鈴
の
会
」

Ｑ
Ｑ

Ａ

Ａ

＆

ＱＡ

「
相
続
っ
て
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
？
」
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
解
り
や
す
く
お
話
を
頂
き
ま
し

た
。

（
１
）
相
続
は
、
遺
言
書
が
あ
る
か
、
な
い
か
で
進

ん
で
い
く
。
但
し
、
遺
言
書
が
な
い
場
合
、
相
続

放
棄
は
死
亡
後
、
三
ヶ
月
以
内
に
行
う
。

（
２
）
相
続
人
に
つ
い
て
、
配
偶
者
は
常
に
相
続
人

と
な
る（
一
次
相
続
）。
そ
の
配
偶
者
も
亡
く
な
っ

た
時
、
兄
弟
、
姉
妹
で
話
し
合
う
た
め
争
い
に
な

る
こ
と
が
あ
る
の
で
要
注
意
（
二
次
相
続
）。

（
３
）
相
続
財
産
に
は
、
現
金
、
預
貯
金
、
不
動
産

等
と
借
金
、
ロ
ー
ン
も
あ
る
。
仏
壇
、
墓
は
含
ま

な
い
。

（
４
）
相
続
対
策
優
先
順
位
は
、①
揉
め
な
い
、②
お

金
の
準
備
、
相
続
税
は
現
金
で
十
ヵ
月
以
内
に
納

め
る
。③
も
っ
と
税
金
を
減
ら
せ
な
い
か
な
ど
、

解
ら
な
い
こ
と
や
面
倒
な
事
は
専
門
家
に
相
談
し

た
方
が
い
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
対
応
と
し
て
、

（
１
）「
離
婚
」
経
験
の
あ
る
夫
に
前
妻
と
の
子
ど
も

が
い
た
場
合
、
遺
言
書
が
な
い
場
合
は
、「
現
配

偶
者
の
子
」
と
「
前
妻
の
子
」
の
相
続
す
る
割
合

に
差
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
。

（
２
）「
子
供
が
い
な
い
夫
婦
」は
遺
言
書
が
な
い
場
合
、

兄
弟
、
姉
妹
に
法
定
相
続
分
が
発
生
す
る
。
配
偶

者
に
全
額
相
続
し
た
い
場
合
は
、
夫
、
妻
そ
れ
ぞ

れ
が
遺
言
書
を
作
っ
て
お
く
こ
と
。

（
３
）
墓
、
仏
壇
、
親
の
世
話
は
揉
め
る
の
で
当
事

者
間
同
士
で
話
し
合
う
こ
と
。

次
に
、
高
齢
化
社
会
で
認
知
症
で
判
断
能
力
の
低

下
が
起
こ
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
に

な
っ
て
し
ま
う
と
自
分
の
財
産
が
使
え
な
く
な
る
の

で
、
成
年
後
見
制
度
で
後
見
人
を
決
定
し
て
お
く
こ

と
も
い
い
こ
と
で
す
。

相
続
の
ト
ラ

ブ
ル
対
策
と
し

て
遺
言
書
が
有

効
で
す
。
遺
言

書
に
は
自
筆
遺

言
書
と
公
正
証

遺
言
が
あ
り
ま

す
が
、
紛
失
、

隠
匿
、
偽
造
の

★
二
胡
演
奏

「
二
っ
胡
り
」
グ
ル
ー
プ
（
永
冨
さ
ん
他
五
名
）

「
二
っ
胡
り
」
グ
ル
ー
プ
は
い
ろ
い
ろ
な
場
に
出

か
け
て
演
奏
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の

永
冨
恵
子
さ
ん
の
司

会
で
始
ま
り
ま
し
た
。

「
二
胡
は
、
二
十
年

く
ら
い
前
か
ら
日
本

で
演
奏
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
各
地
に
知
れ

渡
っ
て
き
ま
し
た
。

中
国
の
楽
器
で
、
胴

は
円
筒
形
で
表
面
に

ヘ
ビ
の
皮
を
張
り
、

馬
の
尾
で
作
ら
れ
た

弓
で
こ
す
っ
て
音
を

出
す
弦
楽
器
で
す
。

二
胡
演
奏
の
音
色
は

虞
の
あ
る
自
筆
遺
言
書
よ
り
、
費
用
、
手
間
は
か
か

る
が
公
正
証
遺
言
を
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

事
前
に
受
け
付
け
た
質
問
に
も
答
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

夫
婦
２
人
暮
ら
し
。
子
供
男
２
人
（
独
身
、

妻
子
持
ち
）。
農
地
、
山
、
預
貯
金
少
々
あ
り
。

ど
う
し
た
ら
私
達
の
亡
き
後
、
揉
め
な
い
で
済
む
か
、

考
慮
す
べ
き
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

兄
弟
仲
が
悪
け
れ
ば
、
遺
言
書
の
作
成
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
生
前
に
子
供
た
ち
と
よ

く
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

親
族
で
後
継
者
の
い
な
い
家
、
土
地
、
墓
等

の
管
理
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ

り
ま
す
か
。
ま
た
、
望
ま
し
い
管
理
方
法
（
身
体
的
、

精
神
的
、
経
済
的
な
面
か
ら
）
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

家
、
土
地
を
相
続
し
て
も
ら
い
た
い
人
が
い

れ
ば
、
遺
言
書
作
成
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

墓
は
、
み
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
生
前
に
墓
じ
ま
い

や
永
代
供
養
の
手
続
き
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

お
話
を
き
い
て
、
遺
言
書
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま

し
た
が
、
ど
こ
か
心
の
片
隅
に
、
残
っ
た
者
が
仲
良

く
収
め
て
く
れ
る
か
な
と
思
う
自
分
が
い
ま
し
た
。

（
品
川
　
豊
美
　
記
）

人
の
身
体
の
細
胞
に
影
響
さ
れ
、
心
に
響
き
、
心
穏

や
か
に
聴
け
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
」
と
二
胡
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

今
日
は
男
性
一
名
を
含
む
五
名
で
演
奏
さ
れ
ま
し

た
。
前
も
っ
て
録
音
さ
れ
た
伴
奏
を
バ
ッ
ク
に
、「
琵

琶
湖
周
航
の
歌
」
や
「
浜
千
鳥
」
を
演
奏
さ
れ
、
会

員
は
演
奏
に
合
わ
せ
て
口
ず
さ
み
ま
し
た
。
演
奏
の

合
間
に
は
グ
ル
ー
プ
の
方
の
司
会
で
「
目
さ
ま
し
」

と
し
て
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
、「
幸
せ
な
ら
手
を
た

た
こ
う…

」
と
歌
い
な
が
ら
手
足
を
動
か
し
た
り
、

「
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
」
の
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
身
体

を
乗
せ
た
り
し
ま
し
た
。「
日
亮
代
表
我
的
心
（
月

は
私
を
照
ら
し
て
い
る
）」「
紫
竹
調
」
等
、
中
国
の

曲
の
他
、「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」「
故
郷
」

等
の
演
奏
を
聴
き
歌
い
ま
し
た
。
二
胡
演
奏
の
高
音

で
の
び
や
か
な
音
色
は
、
中
国
の
広
い
草
原
に
鳴
り

響
く
、
そ
の
地
に
た
た
ず
ん
で
い
る
心
地
で
し
た
。

★
二
胡
演
奏
と
オ
カ
リ
ナ
演
奏

「
二
っ
胡
り
」
グ
ル
ー
プ
の
二
胡
と
岸
田
由
起
子

さ
ん
の
オ
カ
リ
ナ
で
、「
少
年
時
代
」
を
演
奏
。

二
胡
と
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
を
耳
に
し
、
少
年
時
代

の
歌
詞
を
追
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
歩
い
て
来
た
道

程
の
節
節
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

★
オ
カ
リ
ナ
演
奏

岸
田
さ
ん
が
司
会
を
さ
れ
ま
し
た
。

オ
カ
リ
ナ
グ
ル
ー
プ
に
入
会
し
、
演
奏
の
面
白
さ

は
も
ち
ろ
ん
、
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
と
の
交
流
が
と
て

も
楽
し
く
大
切
な
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
い
ろ
い

ろ
な
局
面
に
出
会
い
落
ち
込
ん
だ
時
な
ど
、
仲
間
か

ら
の
声
か
け
で
立
ち
直
り
、
気
持
ち
が
前
向
き
に
な

る
こ
と
が
多
く
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
こ
の
グ
ル
ー
プ

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
喜
び
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
オ
カ
リ
ナ
は
、
粘
土
、
陶
器
で
作
ら
れ
て
い
る

た
め
湿
度
に
影
響
さ
れ
る
吹
奏
楽
器
で
す
。
一
つ
一

つ
個
性
が
あ
り
、
音
を
そ
れ
な
り
に
奏
者
が
つ
く
り

あ
げ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
難
か
し
く
も
あ
り
楽
し
い

と
こ
ろ
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

岡
仁
美
さ
ん
と
二
人
で
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
素
朴

で
静
か
な
、
優
し
い
音
色
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。「
る
り

色
の
地
球
」「
自
然
へ
の
い
の
ち
」「
高
校
３
年
生
」「
紅

葉
」
等
を
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
演
奏
さ
れ
た

「
い
の
ち
の
歌
」
は
、
何
事
に
も
前
向
き
に
挑
戦
さ
れ
、

私
達
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
亡
き
礒
部
住
子
さ
ん
を

思
い
、
ぜ
ひ
演
奏
し
た
い
曲
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

年
を
感
じ
さ
せ
な
い

行
動
力
と
明
る
さ
で

接
し
て
下
さ
っ
た
礒

部
さ
ん
の
お
姿
を
思

い
、
お
二
人
の
演
奏

を
さ
み
し
く
も
明
る

く
、
優
し
い
気
持
ち

で
聴
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
三
根
　
豊
子
　
記
）

い
ん
と
く

お
そ
れ
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講
演
「
専
門
用
語
を
使
わ
な
い
相
続・遺
言
講
座
」

講
師

　一
般
社
団
法
人
山
口
県
相
続
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　専
務
理
事

　中
村

　賢
司

　氏

令
和
五
年
度

山
口
県
在
宅
保
健
師
会「
鈴
の
会
」

 

第
二
回
研
修
会

　
　

     

令
和
五
年
十
月
十
日（
火
）

長
門
市

　岸
田

　由
紀
子

萩

　市

　岡

　
　
　仁
美

長
門
市

　永
冨

　
　恵
子

音
楽
を
楽
し
も
う
！

 
〜
二
胡
、オ
カ
リ
ナ
演
奏
に
合
わ
せ
て
〜

山
口
県
在
宅
保
健
師
会
「
鈴
の
会
」

Ｑ
Ｑ

Ａ

Ａ

＆

ＱＡ

「
相
続
っ
て
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
？
」
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
解
り
や
す
く
お
話
を
頂
き
ま
し

た
。

（
１
）
相
続
は
、
遺
言
書
が
あ
る
か
、
な
い
か
で
進

ん
で
い
く
。
但
し
、
遺
言
書
が
な
い
場
合
、
相
続

放
棄
は
死
亡
後
、
三
ヶ
月
以
内
に
行
う
。

（
２
）
相
続
人
に
つ
い
て
、
配
偶
者
は
常
に
相
続
人

と
な
る（
一
次
相
続
）。
そ
の
配
偶
者
も
亡
く
な
っ

た
時
、
兄
弟
、
姉
妹
で
話
し
合
う
た
め
争
い
に
な

る
こ
と
が
あ
る
の
で
要
注
意
（
二
次
相
続
）。

（
３
）
相
続
財
産
に
は
、
現
金
、
預
貯
金
、
不
動
産

等
と
借
金
、
ロ
ー
ン
も
あ
る
。
仏
壇
、
墓
は
含
ま

な
い
。

（
４
）
相
続
対
策
優
先
順
位
は
、①
揉
め
な
い
、②
お

金
の
準
備
、
相
続
税
は
現
金
で
十
ヵ
月
以
内
に
納

め
る
。③
も
っ
と
税
金
を
減
ら
せ
な
い
か
な
ど
、

解
ら
な
い
こ
と
や
面
倒
な
事
は
専
門
家
に
相
談
し

た
方
が
い
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
対
応
と
し
て
、

（
１
）「
離
婚
」
経
験
の
あ
る
夫
に
前
妻
と
の
子
ど
も

が
い
た
場
合
、
遺
言
書
が
な
い
場
合
は
、「
現
配

偶
者
の
子
」
と
「
前
妻
の
子
」
の
相
続
す
る
割
合

に
差
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
。

（
２
）「
子
供
が
い
な
い
夫
婦
」は
遺
言
書
が
な
い
場
合
、

兄
弟
、
姉
妹
に
法
定
相
続
分
が
発
生
す
る
。
配
偶

者
に
全
額
相
続
し
た
い
場
合
は
、
夫
、
妻
そ
れ
ぞ

れ
が
遺
言
書
を
作
っ
て
お
く
こ
と
。

（
３
）
墓
、
仏
壇
、
親
の
世
話
は
揉
め
る
の
で
当
事

者
間
同
士
で
話
し
合
う
こ
と
。

次
に
、
高
齢
化
社
会
で
認
知
症
で
判
断
能
力
の
低

下
が
起
こ
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
に

な
っ
て
し
ま
う
と
自
分
の
財
産
が
使
え
な
く
な
る
の

で
、
成
年
後
見
制
度
で
後
見
人
を
決
定
し
て
お
く
こ

と
も
い
い
こ
と
で
す
。

相
続
の
ト
ラ

ブ
ル
対
策
と
し

て
遺
言
書
が
有

効
で
す
。
遺
言

書
に
は
自
筆
遺

言
書
と
公
正
証

遺
言
が
あ
り
ま

す
が
、
紛
失
、

隠
匿
、
偽
造
の

★
二
胡
演
奏

「
二
っ
胡
り
」
グ
ル
ー
プ
（
永
冨
さ
ん
他
五
名
）

「
二
っ
胡
り
」
グ
ル
ー
プ
は
い
ろ
い
ろ
な
場
に
出

か
け
て
演
奏
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の

永
冨
恵
子
さ
ん
の
司

会
で
始
ま
り
ま
し
た
。

「
二
胡
は
、
二
十
年

く
ら
い
前
か
ら
日
本

で
演
奏
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
各
地
に
知
れ

渡
っ
て
き
ま
し
た
。

中
国
の
楽
器
で
、
胴

は
円
筒
形
で
表
面
に

ヘ
ビ
の
皮
を
張
り
、

馬
の
尾
で
作
ら
れ
た

弓
で
こ
す
っ
て
音
を

出
す
弦
楽
器
で
す
。

二
胡
演
奏
の
音
色
は

虞
の
あ
る
自
筆
遺
言
書
よ
り
、
費
用
、
手
間
は
か
か

る
が
公
正
証
遺
言
を
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

事
前
に
受
け
付
け
た
質
問
に
も
答
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

夫
婦
２
人
暮
ら
し
。
子
供
男
２
人
（
独
身
、

妻
子
持
ち
）。
農
地
、
山
、
預
貯
金
少
々
あ
り
。

ど
う
し
た
ら
私
達
の
亡
き
後
、
揉
め
な
い
で
済
む
か
、

考
慮
す
べ
き
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

兄
弟
仲
が
悪
け
れ
ば
、
遺
言
書
の
作
成
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
生
前
に
子
供
た
ち
と
よ

く
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

親
族
で
後
継
者
の
い
な
い
家
、
土
地
、
墓
等

の
管
理
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ

り
ま
す
か
。
ま
た
、
望
ま
し
い
管
理
方
法
（
身
体
的
、

精
神
的
、
経
済
的
な
面
か
ら
）
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

家
、
土
地
を
相
続
し
て
も
ら
い
た
い
人
が
い

れ
ば
、
遺
言
書
作
成
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

墓
は
、
み
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
生
前
に
墓
じ
ま
い

や
永
代
供
養
の
手
続
き
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

お
話
を
き
い
て
、
遺
言
書
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま

し
た
が
、
ど
こ
か
心
の
片
隅
に
、
残
っ
た
者
が
仲
良

く
収
め
て
く
れ
る
か
な
と
思
う
自
分
が
い
ま
し
た
。

（
品
川
　
豊
美
　
記
）

人
の
身
体
の
細
胞
に
影
響
さ
れ
、
心
に
響
き
、
心
穏

や
か
に
聴
け
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
」
と
二
胡
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

今
日
は
男
性
一
名
を
含
む
五
名
で
演
奏
さ
れ
ま
し

た
。
前
も
っ
て
録
音
さ
れ
た
伴
奏
を
バ
ッ
ク
に
、「
琵

琶
湖
周
航
の
歌
」
や
「
浜
千
鳥
」
を
演
奏
さ
れ
、
会

員
は
演
奏
に
合
わ
せ
て
口
ず
さ
み
ま
し
た
。
演
奏
の

合
間
に
は
グ
ル
ー
プ
の
方
の
司
会
で
「
目
さ
ま
し
」

と
し
て
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
、「
幸
せ
な
ら
手
を
た

た
こ
う…

」
と
歌
い
な
が
ら
手
足
を
動
か
し
た
り
、

「
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
」
の
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
身
体

を
乗
せ
た
り
し
ま
し
た
。「
日
亮
代
表
我
的
心
（
月

は
私
を
照
ら
し
て
い
る
）」「
紫
竹
調
」
等
、
中
国
の

曲
の
他
、「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」「
故
郷
」

等
の
演
奏
を
聴
き
歌
い
ま
し
た
。
二
胡
演
奏
の
高
音

で
の
び
や
か
な
音
色
は
、
中
国
の
広
い
草
原
に
鳴
り

響
く
、
そ
の
地
に
た
た
ず
ん
で
い
る
心
地
で
し
た
。

★
二
胡
演
奏
と
オ
カ
リ
ナ
演
奏

「
二
っ
胡
り
」
グ
ル
ー
プ
の
二
胡
と
岸
田
由
起
子

さ
ん
の
オ
カ
リ
ナ
で
、「
少
年
時
代
」
を
演
奏
。

二
胡
と
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
を
耳
に
し
、
少
年
時
代

の
歌
詞
を
追
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
歩
い
て
来
た
道

程
の
節
節
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

★
オ
カ
リ
ナ
演
奏

岸
田
さ
ん
が
司
会
を
さ
れ
ま
し
た
。

オ
カ
リ
ナ
グ
ル
ー
プ
に
入
会
し
、
演
奏
の
面
白
さ

は
も
ち
ろ
ん
、
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
と
の
交
流
が
と
て

も
楽
し
く
大
切
な
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
い
ろ
い

ろ
な
局
面
に
出
会
い
落
ち
込
ん
だ
時
な
ど
、
仲
間
か

ら
の
声
か
け
で
立
ち
直
り
、
気
持
ち
が
前
向
き
に
な

る
こ
と
が
多
く
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
こ
の
グ
ル
ー
プ

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
喜
び
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
オ
カ
リ
ナ
は
、
粘
土
、
陶
器
で
作
ら
れ
て
い
る

た
め
湿
度
に
影
響
さ
れ
る
吹
奏
楽
器
で
す
。
一
つ
一

つ
個
性
が
あ
り
、
音
を
そ
れ
な
り
に
奏
者
が
つ
く
り

あ
げ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
難
か
し
く
も
あ
り
楽
し
い

と
こ
ろ
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

岡
仁
美
さ
ん
と
二
人
で
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
素
朴

で
静
か
な
、
優
し
い
音
色
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。「
る
り

色
の
地
球
」「
自
然
へ
の
い
の
ち
」「
高
校
３
年
生
」「
紅

葉
」
等
を
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
演
奏
さ
れ
た

「
い
の
ち
の
歌
」
は
、
何
事
に
も
前
向
き
に
挑
戦
さ
れ
、

私
達
を
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
亡
き
礒
部
住
子
さ
ん
を

思
い
、
ぜ
ひ
演
奏
し
た
い
曲
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

年
を
感
じ
さ
せ
な
い

行
動
力
と
明
る
さ
で

接
し
て
下
さ
っ
た
礒

部
さ
ん
の
お
姿
を
思

い
、
お
二
人
の
演
奏

を
さ
み
し
く
も
明
る

く
、
優
し
い
気
持
ち

で
聴
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
三
根
　
豊
子
　
記
）

い
ん
と
く

お
そ
れ
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「
ほ
ほ
え
み
サ
ロ
ン
」は
私
の
大
地

オリジナル体操でこんなに手も上がるようになりました。

浴衣をほどいて布ぞうりを作ります。

美味しいランチはすべていただきものです。

「
地
域
の
底
力
」

宇
部
市
　今川

　
美
由
紀

か
つ
て
、
山
口
県
国
保

連
合
会
に
在
職
し
て
い
た

時
、
市
町
の
保
健
師
さ
ん
に
、
広
報
誌
「
国
保
や

ま
ぐ
ち

燦
（
き
ら
め
き
）」
へ
の
寄
稿
を
お
願

い
し
、『
地
域
の
底
力
』
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
保
健
師
さ
ん
の

人
々
に
寄
せ
る
眼
差
し
と
、
こ
の
言
葉
に
辿
り
着

く
ま
で
の
力
強
い
地
域
保
健
師
活
動
の
歩
み
に
、

深
く
感
銘
を
受
け
た
。

さ
て
、
私
は
今
、
事
情
が
あ
り
大
阪
北
摂
に
仮

住
ま
い
を
し
て
い
る
。
毎
月
の
大
阪
府
箕
面
市
広

報
に
、「
保
健
師
三
人
の
会
」
主
催
の
行
事
が
載
っ

て
い
る
。

市
民
活
動
の
お
知
ら
せ
欄
で
あ
る
。

保
健
師
三
人
の
会
は
、「
お
む
す
び
の
会
」
と

い
い
、
保
健
師
の
経
験
を
活
か
し
、
子
育
て
世
代

か
ら
高
齢
者
世
代
ま
で
、
人
と
人
を
「
結
ぶ
」
こ

と
を
目
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
。
月
一
回
、
三
歳

未
満
児
の
子
育
て
マ
マ
が
自
分
の
時
間
を
得
る
た

め
の
保
育
支
援
と
、
月
二
回
、
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
、
楽
し
い
脳
ト
レ
教
室
を
主
な
事
業
と
さ
れ

て
い
る
。

下
関
市

　
木
　
本
　
瑞
　
枝

十
八
年
前
、「
住
み
慣
れ
た
こ
こ
で
友
人
、
隣
人

と
ず
っ
と
暮
ら
し
続
け
た
い
」
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿

鼓
の
郷
」
が
設
立
さ
れ
、
荒
廃
し
た
診
療
所
を
改
修

し
て
高
齢
者
が
集
う
サ
ロ
ン
が
つ
く
ら
れ
た
。以
後
、

地
域
の
方
に
見
守
ら
れ
、
一
年
を
通
し
て
毎
週
火
・

木
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
十
四
時
ま
で
、
笑
い
の
絶

え
な
い
十
人
前
後
の
小
さ
な
サ
ロ
ン
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
地
区
は
美
し
い
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
ま
ち
だ
が
、
人
口
減
少
と
空
き
家
の
増
加
が

著
し
く
、
小
中
学
校
も
ス
ー
パ
ー
も
な
く
な
り
、
近

く
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
撤
退
も
続
く
、
人
口

千
人
足
ら
ず
、
高
齢
化
率
五
八
％
、
人
口
の
二
六
％

が
八
〇
代
以
上
と
い
う
地
域
で
あ
る
。

私
は
十
一
年
前
、
大
阪
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
高
齢

の
母
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
「
阿
鼓
の
郷
」
に
か

か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
や
こ
こ
は
私
の
大
切
な

場
所
と
な
っ
て
い
る
。
私
は
週
一
回
、
送
迎
も
、
健

康
相
談
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
、
お
し
ゃ
べ
り
も

食
事
作
り
も
す
る
。
医
院
の
中
庭
の
小
さ
な
畑
で
野

菜
を
作
り
、
近
所
の
空
き
家
の
梅
や
柿
を
も
ぎ
、
切

り
干
し
大
根
や
豆
茶
を
作
る
。
時
に
は
バ
ザ
ー
や
み

ん
な
と
お
出
か
け
、
子
ど
も
会
と
の
ソ
ー
メ
ン
流
し

や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
・
・
近
所
か
ら
野
菜
や
魚
、

卵
な
ど
を
い
た
だ
く
と
飛
び
入
り
の
方
た
ち
と
語
ら

う
・・・
誰
か
が「
や
ろ
う
よ
」と
言
え
ば
何
で
も
す
る
。

施
設
の
改
修
や
物
品
購
入
の
た
め
の
補
助
金
申
請
と

報
告
、
お
た
よ
り
の
発
行
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
相
談
を
受
け
、
家
族
調
整
も

何
で
も
す
る
。
何
も
か
も
保
健
師
時
代
に
体
験
し
学

ん
だ
こ
と
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
ひ
そ
か
に
思
っ
て

い
る
。
利
用

さ
れ
る
方
の

視
点
に
立
ち
、

少
し
俯
瞰
し

な
が
ら
み
ん

な
と
楽
し
く

過
ご
す
サ
ロ

ン
は
、
ま
だ

栄
養
を
も
ら

い
、
花
も
咲

か
せ
ら
れ
る
。

ま
さ
に
私
の

大
地
で
あ
る
。

五
月
八
日
の
脳
ト
レ
に
は
、
私
を
含
む
二
十
二
人

が
参
加
し
、
ス
リ
ー
Ａ
脳
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、

「
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
」
な
ど
を
、
笑
顔
を
交
わ
し
な

が
ら
楽
し
ん
だ
。

お
む
す
び
の
会
の
三
人
は
大
阪
府
在
宅
保
健
師
会

の
会
員
で
、
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
と
い
う
経

歴
も
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
行
政
か
ら
の
支
援
も
受
け

ず
、
百
円
の
参
加
費
と
自
分
た
ち
で
持
ち
出
す
年
一

万
円
の
会
費
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
地
域
の
底
力
が
あ
る
。
現
役
を
離
れ
て

も
「
人
を
結
ぶ
」
力
を
持
つ
、
地
域
人
と
し
て
の
在

宅
保
健
師
。
太
田
小
百
合
、
門
田
加
奈
、
大
巻
悦
子

の
矜
持
を
心
か
ら
称
賛
し
た
い
。

「
こ
れ
ま
で
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
」

山
口
市
　
宮
﨑
　
博
子

私
は
、
現
在
も
仕
事
を
し
て
い
る
。
病
院
勤
務
一

年
、
山
口
県
保
健
師
三
十
五
年
間
、
そ
の
後
は
教
育

現
場
で
保
健
師
養
成
に
携
わ
っ
て
い
る
。
過
去
の
自

分
の
姿
を
思
い
起
こ
す
と
と
て
も
不
思
議
で
あ
る
。

何
故
な
ら
、
小
・
中
学
時
に
は
、
母
か
ら
「
早
う
せ

ん
に
ゃ
あ
、
間
に
合
わ
ん
よ
。
」
と
、
度
々
注
意
を

受
け
て
き
た
か
ら
だ
。
の
ん
び
り
屋
の
私
に
、
手
早

く
物
事
を
進
め
る
母
は
、
は
ら
は
ら
し
て
い
た
よ
う

だ
。
し
か
し
、
高
校
一
年
か
ら
は
下
宿
生
活
、
そ
の

後
は
看
護
の
道
へ
進
む
。
規
則
の
厳
し
い
寮
生
活
は

自
立
と
行
動
力
、
ス
ピ
ー
ド
を
促
す
機
会
と
な
っ
た
。

県
庁
に
入
職
し
保
健
師
と
し
て
働
き
、
結
婚
、

父
母
と
の
同
居
と
子
育
て
の
期
間
は
時
に
は
理
不

尽
と
思
え
る
出
来
事
も
あ
っ
た
が
、
短
時
間
で
物

事
が
こ
な
せ
る
よ
う
に
学
習
で
き
た
。
あ
る
意
味
、

ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況
に
追
い
や
ら
れ
る
と
何

と
か
し
よ
う
と
力
が
湧
い
て
く
る
も
の
だ
と
気
づ

い
た
。
並
行
し
な
が
ら
業
務
も
徐
々
に
、「
や
っ
た
」

と
思
え
る
よ
う
に
進
化
、
時
間
の
隙
間
を
縫
い
な

が
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
も
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
特
に
教
育
現
場
に
足
を
踏
み
入
れ
た

頃
に
は
殆
ど
の
業
務
は
個
人
の
力
量
・
判
断
を
問

わ
れ
る
も
の
で
、
何
と
か
達
成
し
な
け
れ
ば
と
思

い
（
込
み
？
）
睡
眠
時
間
を
削
り
進
め
た
。
習
得

不
十
分
な
パ
ソ
コ
ン
技
術
で
の
講
義
媒
体
（
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
作
成
に
は
時
間
を
要
し
、
ま
た

学
生
た
ち
の
実
習
指
導
や
国
試
対
策
な
ど
に
も
心

を
す
り
減
ら
し
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
過
ご
す

時
は
失
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
常
に
頭
の
片
隅
に

あ
っ
た
の
は
、〝
自
分
が
選
択
し
た
道
〞
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
更
に
、
こ
れ
ま
で
共
に
保
健
師

と
し
て
働
き
、
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
の
こ
と
を

思
う
と
、
前
に
進
も
う
と
勇
気
が
湧
い
て
き
た
。

人
は
繋
が
り
の
中
で
こ
そ
支
え
あ
い
、
働
き
続
け

て
い
け
る
と
、
実
感
し
た
。
そ
し
て
、
今
も
日
々

仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
、
有
難
い
こ
と
だ
と

心
か
ら
思
え
る
。

も
う
少
し
元
気
で
自
分
ら
し
く
働
き
、
着
地
し

た
い
と
思
う
こ
の
頃
で
あ
る
。

あ

こ

さ
と
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「
ほ
ほ
え
み
サ
ロ
ン
」は
私
の
大
地

オリジナル体操でこんなに手も上がるようになりました。

浴衣をほどいて布ぞうりを作ります。

美味しいランチはすべていただきものです。

「
地
域
の
底
力
」

宇
部
市
　今川

　
美
由
紀

か
つ
て
、
山
口
県
国
保

連
合
会
に
在
職
し
て
い
た

時
、
市
町
の
保
健
師
さ
ん
に
、
広
報
誌
「
国
保
や

ま
ぐ
ち

燦
（
き
ら
め
き
）」
へ
の
寄
稿
を
お
願

い
し
、『
地
域
の
底
力
』
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
保
健
師
さ
ん
の

人
々
に
寄
せ
る
眼
差
し
と
、
こ
の
言
葉
に
辿
り
着

く
ま
で
の
力
強
い
地
域
保
健
師
活
動
の
歩
み
に
、

深
く
感
銘
を
受
け
た
。

さ
て
、
私
は
今
、
事
情
が
あ
り
大
阪
北
摂
に
仮

住
ま
い
を
し
て
い
る
。
毎
月
の
大
阪
府
箕
面
市
広

報
に
、「
保
健
師
三
人
の
会
」
主
催
の
行
事
が
載
っ

て
い
る
。

市
民
活
動
の
お
知
ら
せ
欄
で
あ
る
。

保
健
師
三
人
の
会
は
、「
お
む
す
び
の
会
」
と

い
い
、
保
健
師
の
経
験
を
活
か
し
、
子
育
て
世
代

か
ら
高
齢
者
世
代
ま
で
、
人
と
人
を
「
結
ぶ
」
こ

と
を
目
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
。
月
一
回
、
三
歳

未
満
児
の
子
育
て
マ
マ
が
自
分
の
時
間
を
得
る
た

め
の
保
育
支
援
と
、
月
二
回
、
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
、
楽
し
い
脳
ト
レ
教
室
を
主
な
事
業
と
さ
れ

て
い
る
。

下
関
市

　
木
　
本
　
瑞
　
枝

十
八
年
前
、「
住
み
慣
れ
た
こ
こ
で
友
人
、
隣
人

と
ず
っ
と
暮
ら
し
続
け
た
い
」
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿

鼓
の
郷
」
が
設
立
さ
れ
、
荒
廃
し
た
診
療
所
を
改
修

し
て
高
齢
者
が
集
う
サ
ロ
ン
が
つ
く
ら
れ
た
。以
後
、

地
域
の
方
に
見
守
ら
れ
、
一
年
を
通
し
て
毎
週
火
・

木
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
十
四
時
ま
で
、
笑
い
の
絶

え
な
い
十
人
前
後
の
小
さ
な
サ
ロ
ン
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
地
区
は
美
し
い
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
ま
ち
だ
が
、
人
口
減
少
と
空
き
家
の
増
加
が

著
し
く
、
小
中
学
校
も
ス
ー
パ
ー
も
な
く
な
り
、
近

く
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
撤
退
も
続
く
、
人
口

千
人
足
ら
ず
、
高
齢
化
率
五
八
％
、
人
口
の
二
六
％

が
八
〇
代
以
上
と
い
う
地
域
で
あ
る
。

私
は
十
一
年
前
、
大
阪
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
高
齢

の
母
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
「
阿
鼓
の
郷
」
に
か

か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
や
こ
こ
は
私
の
大
切
な

場
所
と
な
っ
て
い
る
。
私
は
週
一
回
、
送
迎
も
、
健

康
相
談
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
、
お
し
ゃ
べ
り
も

食
事
作
り
も
す
る
。
医
院
の
中
庭
の
小
さ
な
畑
で
野

菜
を
作
り
、
近
所
の
空
き
家
の
梅
や
柿
を
も
ぎ
、
切

り
干
し
大
根
や
豆
茶
を
作
る
。
時
に
は
バ
ザ
ー
や
み

ん
な
と
お
出
か
け
、
子
ど
も
会
と
の
ソ
ー
メ
ン
流
し

や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
・
・
近
所
か
ら
野
菜
や
魚
、

卵
な
ど
を
い
た
だ
く
と
飛
び
入
り
の
方
た
ち
と
語
ら

う
・・・
誰
か
が「
や
ろ
う
よ
」と
言
え
ば
何
で
も
す
る
。

施
設
の
改
修
や
物
品
購
入
の
た
め
の
補
助
金
申
請
と

報
告
、
お
た
よ
り
の
発
行
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
相
談
を
受
け
、
家
族
調
整
も

何
で
も
す
る
。
何
も
か
も
保
健
師
時
代
に
体
験
し
学

ん
だ
こ
と
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
ひ
そ
か
に
思
っ
て

い
る
。
利
用

さ
れ
る
方
の

視
点
に
立
ち
、

少
し
俯
瞰
し

な
が
ら
み
ん

な
と
楽
し
く

過
ご
す
サ
ロ

ン
は
、
ま
だ

栄
養
を
も
ら

い
、
花
も
咲

か
せ
ら
れ
る
。

ま
さ
に
私
の

大
地
で
あ
る
。

五
月
八
日
の
脳
ト
レ
に
は
、
私
を
含
む
二
十
二
人

が
参
加
し
、
ス
リ
ー
Ａ
脳
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、

「
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
」
な
ど
を
、
笑
顔
を
交
わ
し
な

が
ら
楽
し
ん
だ
。

お
む
す
び
の
会
の
三
人
は
大
阪
府
在
宅
保
健
師
会

の
会
員
で
、
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
と
い
う
経

歴
も
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
行
政
か
ら
の
支
援
も
受
け

ず
、
百
円
の
参
加
費
と
自
分
た
ち
で
持
ち
出
す
年
一

万
円
の
会
費
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
地
域
の
底
力
が
あ
る
。
現
役
を
離
れ
て

も
「
人
を
結
ぶ
」
力
を
持
つ
、
地
域
人
と
し
て
の
在

宅
保
健
師
。
太
田
小
百
合
、
門
田
加
奈
、
大
巻
悦
子

の
矜
持
を
心
か
ら
称
賛
し
た
い
。

「
こ
れ
ま
で
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
」

山
口
市
　
宮
﨑
　
博
子

私
は
、
現
在
も
仕
事
を
し
て
い
る
。
病
院
勤
務
一

年
、
山
口
県
保
健
師
三
十
五
年
間
、
そ
の
後
は
教
育

現
場
で
保
健
師
養
成
に
携
わ
っ
て
い
る
。
過
去
の
自

分
の
姿
を
思
い
起
こ
す
と
と
て
も
不
思
議
で
あ
る
。

何
故
な
ら
、
小
・
中
学
時
に
は
、
母
か
ら
「
早
う
せ

ん
に
ゃ
あ
、
間
に
合
わ
ん
よ
。
」
と
、
度
々
注
意
を

受
け
て
き
た
か
ら
だ
。
の
ん
び
り
屋
の
私
に
、
手
早

く
物
事
を
進
め
る
母
は
、
は
ら
は
ら
し
て
い
た
よ
う

だ
。
し
か
し
、
高
校
一
年
か
ら
は
下
宿
生
活
、
そ
の

後
は
看
護
の
道
へ
進
む
。
規
則
の
厳
し
い
寮
生
活
は

自
立
と
行
動
力
、
ス
ピ
ー
ド
を
促
す
機
会
と
な
っ
た
。

県
庁
に
入
職
し
保
健
師
と
し
て
働
き
、
結
婚
、

父
母
と
の
同
居
と
子
育
て
の
期
間
は
時
に
は
理
不

尽
と
思
え
る
出
来
事
も
あ
っ
た
が
、
短
時
間
で
物

事
が
こ
な
せ
る
よ
う
に
学
習
で
き
た
。
あ
る
意
味
、

ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況
に
追
い
や
ら
れ
る
と
何

と
か
し
よ
う
と
力
が
湧
い
て
く
る
も
の
だ
と
気
づ

い
た
。
並
行
し
な
が
ら
業
務
も
徐
々
に
、「
や
っ
た
」

と
思
え
る
よ
う
に
進
化
、
時
間
の
隙
間
を
縫
い
な

が
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
も
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
特
に
教
育
現
場
に
足
を
踏
み
入
れ
た

頃
に
は
殆
ど
の
業
務
は
個
人
の
力
量
・
判
断
を
問

わ
れ
る
も
の
で
、
何
と
か
達
成
し
な
け
れ
ば
と
思

い
（
込
み
？
）
睡
眠
時
間
を
削
り
進
め
た
。
習
得

不
十
分
な
パ
ソ
コ
ン
技
術
で
の
講
義
媒
体
（
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
作
成
に
は
時
間
を
要
し
、
ま
た

学
生
た
ち
の
実
習
指
導
や
国
試
対
策
な
ど
に
も
心

を
す
り
減
ら
し
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
過
ご
す

時
は
失
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
常
に
頭
の
片
隅
に

あ
っ
た
の
は
、〝
自
分
が
選
択
し
た
道
〞
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
更
に
、
こ
れ
ま
で
共
に
保
健
師

と
し
て
働
き
、
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
の
こ
と
を

思
う
と
、
前
に
進
も
う
と
勇
気
が
湧
い
て
き
た
。

人
は
繋
が
り
の
中
で
こ
そ
支
え
あ
い
、
働
き
続
け

て
い
け
る
と
、
実
感
し
た
。
そ
し
て
、
今
も
日
々

仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
、
有
難
い
こ
と
だ
と

心
か
ら
思
え
る
。

も
う
少
し
元
気
で
自
分
ら
し
く
働
き
、
着
地
し

た
い
と
思
う
こ
の
頃
で
あ
る
。

あ

こ

さ
と
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•
会
食
し
な
が
ら
の
近
況
報
告
や
情
報
交
換

•
ル
ネ
ッ
サ
長
門
で
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

•
２
年
連
続
で
３
月
に
実
施
し
て
い
る
が
、
秋
の
実

施
で
も
い
い
。

•
内
容
は
、
自
分
た
ち
の
体
力
測
定
を
し
た
い
。

•
屋
外
で
の
運
動
等
も
検
討
し
た
が
天
候
に
左
右
さ

れ
や
す
い
の
で
、
室
内
で
の
活
動
の
計
画
に
な
っ

た
。

•
当
日
は
、
寒
波
で
雪
が
ち
ら
つ
い
て
い
た
。

参
加
者
の
感
想

担
当
者
の
感
想

•
寄
せ
植
え
教
室

•
懇
談
会

•
花
が
好
き
な
の
で

参
加
し
た
。

•
参
加
し
や
す
い
場

所
だ
っ
た
。

•
花
を
き
っ
か
け
に

話
題
が
膨
ら
み
楽

し
く
過
ご
せ
た
。

•
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
。

•
会
費
を
上
げ
て
も
食
事
を
一
緒
に
し
た
ら
よ
い
。

•
花
が
好
き
な
会
員
が
多
く
、
と
て
も
和
や
か
に
楽

し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
来
年
度
も
地
域
交
流
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
る
な
ら
同
じ
時
期
に
同
じ
よ
う
に
開
催
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

•
終
了
時
間
が
予
定
時
間
を
超
え
た
。

担
当
者
の
感
想

地域交流会

•
毛
利
庭
園
内
散
策

•
博
物
館
「
特
別
展
国
宝
」
鑑
賞

•
田
舎
の
保
健
室
で
の
情
報
交
換

•
地
元
の
文
化
遺
産
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
て
勉

強
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

•
参
加
者
相
互
の
情
報
交
換
が
で
き
親
睦
を
は
か
る

こ
と
が
で
き
た
。

•
気
候
的
に
散
策

の
是
非
が
危
ぶ

ま
れ
た
が
、
天

候
に
も
恵
ま
れ

紅
葉
も
楽
し
め

た
。

•
交
流
を
十
分
持

つ
こ
と
が
で
き

た
。

参
加
者
の
感
想

担
当
者
の
感
想

ブロック 開催日地　　域 場　所 参加人数 担当会員

1・2

3

4

5・7

6

※会員がいない地域については未記載

11月 15日（水）

11月 26日（日）

11月 10日（金）

11月 15日（水）

12月  3 日（日）

岩国市、柳井市、平生町、
周南市、光市、下松市

宇部市、山陽小野田市、
美祢市、下関市

長門市、萩市

山口市

防府市

アクアヒル柳井

朴の森
耕心の里等

毛利庭園
田舎の保健室

花の海

いさ路
ルネッサ長門

西　川　美智江
小笠原　明　美

松　永　隆　子
仁　保　鈴　子

三　根　豊　子
渡　辺　英　子

西　山　けい子

河　内　葉　子

会　員：12名
非会員： 1 名

会　員： 5 名
非会員： 0 名

会　員：10名
非会員： 3 名

会　員：12名
非会員： 0 名

会　員：14名
非会員： 0 名

3
ブ
ロ
ッ
ク

5
・
7
ブ
ロ
ッ
ク

6
ブ
ロ
ッ
ク

参
加
者
の
感
想

実
施
内
容

実
施
内
容

•
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

ク
体
験
（
講
習
）

•
情
報
交
換
・
交
流
会

•
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

ク
の
効
果
や
ス
テ
ィ
ッ

ク
の
使
い
方
が
分
か
り

実
践
で
き
る
。
早
速
購

入
し
た
。

•
交
流
会
は
楽
し
く
過
ご

せ
た
。

•
会
員
外
の
保
健
師
も
誘

い
、
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
で
、
新
入
会
に
つ
な

が
り
嬉
し
い
。

•
交
流
会
で
は
、
会
話
が

絶
え
ず
楽
し
め
た
と
感

じ
た
。

担
当
者
の
感
想

1
・
2
ブ
ロ
ッ
ク

参
加
者
の
感
想

実
施
内
容

参
加
者
の
感
想

担
当
者
の
感
想

4
ブ
ロ
ッ
ク

実
施
内
容

実
施
内
容

•
朴
の
森
、
鍵
山
記
念
館
、
耕
心
の
里
の
施
設
説
明
、

見
学

•
昼
食
会

•
交
流
会

•
久
し
ぶ
り
に
仲
間
と
話
せ
て
良
か
っ
た
。

•
施
設
が
立
派
で
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

•
丁
寧
に
案
内
し
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
。

•
お
弁
当
が
お
い
し
か
っ
た
。

•
少
し
離
れ
た
所
に

あ
る
民
間
の
施
設

だ
っ
た
が
、
た
く

さ
ん
の
会
員
さ
ん

が
わ
ざ
わ
ざ
遠
方

や
近
隣
か
ら
頑

張
っ
て
き
て
喜
ん

で
も
ら
え
よ
か
っ

た
。

ほ
お



活動報告 活動報告

9 第30号　令和 6年 8月 8令和 6年 8月　第30号

•
会
食
し
な
が
ら
の
近
況
報
告
や
情
報
交
換

•
ル
ネ
ッ
サ
長
門
で
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

•
２
年
連
続
で
３
月
に
実
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し
て
い
る
が
、
秋
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実

施
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い
。

•
内
容
は
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ち
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体
力
測
定
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し
た
い
。

•
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外
で
の
運
動
等
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検
討
し
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天
候
に
左
右
さ

れ
や
す
い
の
で
、
室
内
で
の
活
動
の
計
画
に
な
っ

た
。

•
当
日
は
、
寒
波
で
雪
が
ち
ら
つ
い
て
い
た
。

参
加
者
の
感
想

担
当
者
の
感
想

•
寄
せ
植
え
教
室

•
懇
談
会

•
花
が
好
き
な
の
で

参
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。

•
参
加
し
や
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場
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っ
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。

•
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。
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。

•
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。
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、
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や
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に
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と
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催
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催
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を
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「
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鑑
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換
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遺
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。
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互
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交
換
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を
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る
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た
。

•
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的
に
散
策

の
是
非
が
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ま
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た
が
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天
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に
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ま
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紅
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も
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。
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や
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が
分
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で
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る
。
早
速
購

入
し
た
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交
流
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は
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し
く
過
ご
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た
。

•
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外
の
保
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も
誘

い
、
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く
過
ご
す
こ
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で
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り
嬉
し
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•
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は
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が
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と
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に
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と
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が
立
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で
す
ば
ら
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。
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山口県在宅保健師会

令
和
六
年
五
月
二
十
二
日
開
催
の
総
会
に
お
い
て
前

中
島
会
長
か
ら
大
き
な
バ
ト
ン
を
受
け
取
り
、
会
長
を

お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ひ
と
り
の
力
で
は
微
力
で
す
が
、
山
口
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
務
局
の
ご
支
援
や
会
員
、役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
、
総
会
の
議
事
進
行
も
全
て
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
も

「
鈴
の
会
」
の
活
動
は
本
日
を
含
め
二
回
の
研
修
会
を
開
催
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
地
域
交
流

会
を
実
施
し
ま
す
。
会
員
の
自
主
的
活
動
と
し
て
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
健
康
体
操
等
を
続

け
る
と
と
も
に
、
特
定
健
診
受
診
勧
奨
事
業
や
山
口
市
介
護
予
防
出
張
講
座
の
受
託
等
々
の

素
晴
し
い
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

特
に
研
修
会
の
講
師
を
引
き
受
け
て
下
さ
い
ま
し
た
山
口
県
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
の

調
恒
明
氏
の
お
話
は
、
コ
ロ
ナ
が
昨
年
五
月
に
指
定
感
染
症
か
ら
五
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ

た
中
、
我
々
の
生
活
は
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
指
消
毒
な
ど
日
常
生
活
上
欠
か
せ
な
い
生
活
習

慣
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
的
を
得
た
講
演
内
容
だ
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
の
よ
う
な
新
興
感
染
症
は
な
く
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
中
、
正
し
い
知
識
を
も
ち
、
生
活

習
慣
、
予
防
接
種
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

保
健
師
も
退
職
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
退
職
後
も
様
々
な
所
で
ご
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
単
身
高
齢
者
、
高
齢
者
夫
婦
の
増
加
や
消
滅
自
治
体
と
発
表
さ
れ
た
地
域

の
現
状
に
も
目
を
向
け
、
改
め
て
自
ら
の
健
康
づ
く
り
、
そ
し
て
地
域

の
繋
が
り
を
省
み
、
個
か
ら
家
族
・
地
域
へ
と
少
し
ず
つ
拡
げ
て
い
く

活
動
は
保
健
師
活
動
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
小
さ
な
力
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
こ
の
活
動
を
拡
げ
て
行
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。会

員
の
皆
様
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
知
り
合
い
の
方
々
に
「
鈴
の
会
」
へ
の
入
会
を
お
勧
め
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

松

　永

　隆

　子

　
コ
ロ
ナ
が
五
類
へ
と
移
行
と
な
り
、

マ
ス
ク
を
し
な
い
人
た
ち
も
増
え
、

街
に
明
る
い
雰
囲
気
が
漂
い
始
め
ま

し
た
。

　
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
四
月
に

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

三
十
八
度
の
熱
が
四
日
ぐ
ら
い
続
き
、
倦
怠

感
や
咳
が
と
れ
ず
、
約
一
か
月
後
、
な
ん
と

か
日
常
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
き

つ
い
も
の
だ
っ
た
の
か
と
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
は
季
節
を
問
わ
ず
流
行
す
る
感
染

症
で
す
。
夏
は
特
に
食
欲
が
低
下
し
、
体
調

を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
今
一
度
、
生
活

習
慣
を
振
り
返
り
、
感
染
予
防
に
努
め
、
元

気
に
過
ご
さ
れ
る
よ
う
皆
様
の
健
康
を
願
い

つ
つ
三
十
号
を
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

（
三
谷
　
恵
美
　
記
）
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「
鈴
の
会
」
会
員
募
集

◆
第
二
回
研
修
会

　
日
時
　
令
和
六
年
十
月
七
日
（
月
）

　
　
　
　
十
時
〜
十
五
時

　
場
所
　
国
保
会
館
　
四
階
　
大
会
議
室

　
内
容

　〈
午
前
〉
災
害
対
策
に
つ
い
て
の
講
演
会

　〈
午
後
〉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

健
康
器
具
を
使
っ
た
測
定

超
音
波
骨
量
測
定
装
置

肌
年
齢
測
定
器
　
等

お
知
ら
せ

「
鈴
の
会
」
の
会
員
数
は
令
和
六
年
七

月
八
日
現
在
九
十
六
名
で
す
。
皆
さ
ん

の
身
近
な
と
こ
ろ
に
在
宅
保
健
師
さ
ん

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
会
の
楽
し
さ
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。
入
会
希
望
の
方
、
活

動
に
興
味
の
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
事
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

野
　
原
　
芳
　
江
（
岩
国
市
）

室
　
井
　
千
恵
美
（
山
陽
小
野
田
市
）

※

入
会
順

新
入
会
員
紹
介

私のイチ押し
スポット（募集中）
私のイチ押し
スポット（募集中）

令和６年度山口県在宅保健師会「鈴の会」総会及び第１回研修会（５月２２日）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
に
国
宝
瑠
璃

光
寺
五
重
塔
や
陶
芸
工
房
、
コ
ー
ヒ
ー

シ
ョ
ッ
プ
、湯
田
温
泉
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

ち
ょ
っ
と
は
ず
れ
て
一
の
坂
川
周
辺
に

も
四
季
折
々
の
美
し
さ
が
あ
り
、小
さ
な
お

店
が
次
々
と
増
え
て
お
す
す
め
で
す
。老
舗

の
醬
油
店
、
県
内
最
大
級
の
ビ
ー
ズ
店
、
お

茶
屋
さ
ん
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
日
本
一

に
輝
い
た
コ
ロ
ッ
ケ
店
等
な
ど
、ラ
ン
チ
を

は
さ
み
な
が
ら
一
日
か
け
て
、ゆ
っ
く
り
と

巡
っ
て
み
る
と
楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
あ
り
、ち
ょ
っ
と
足

を
延
ば
し
て
湯
田
温
泉
や
足
湯
で
疲
れ
を

癒
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

（
坂
口
　
博
美
　
記
）

山口市が世界行きたい所 第３位私のイチ押しスポット

龍福寺 一の坂川

よ
ろ
し
く

　 
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第 30 号

1 第30号　令和 6年 8月 10令和 6年 8月　第30号


